

























Ecology of  Fungivorous  Nematodes  and  Their Use for Suppression of Plant Diseases：Hiroaki
OKADA ＊１）
Abstract：Fungivorous nematodes of the Aphelenchus avenae and Aphelenchoides species were examined
for their ability to suppress fungal diseases of plants and mineralize nitrogen in soil. Nematode species
of the genus Filenchus were also examined for their reproduction as affected by food fungal species
and culture media. The Fukushima-city isolate of Ap. avenae was determined effective at preventing
cauliflower damping-off caused by the fungus,  Rhizoctonia solani. Ap. avenae and Ap. composticola
were inoculated into microcosms to examine the influences of nematode reproduction and temperature
on nitrogen mineralization by fungi and the nematodes in organic-matter decomposition.  When Rh.
solani was tested in the microcosms, mineralization was the greatest at the optimal temperature of
nematode reproduction, suggesting that reproduction did affect soil nitrogen dynamics. However, no
such effect appeared for the other fungus. Determination of feeding habits and life history parameters of
each nematode taxon is essential in employing nematodes as bio-indicators in soil environments.
However, the feeding habits of a common taxon, family Tylenchidae, have not yet been determined.
A worldwide representative of the family, genus Filenchus, was thus examined to determine whether
its species have fungal-feeding habits. Six isolates representing three species of the genus were confirmed
to feed on Basidiomycota and other fungi on both agar- and soil-based media to reproduce, suggesting
that the Filenchus species display fungal-feeding habits in field soils.
Key Words：Damping-off diseases, Feeding habits, Fungi, Fungivorus nematodes, Inorganic nitrogen,
Organic matter decomposition, Reproduction, Suppression, Temperature
＊１）現・農業環境技術研究所(National Institute for Agro-Environmental Sciences,Tsukuba, Ibaraki 305-8604, Japan)




















Horvitz 及び Sulston 博士らは，2002 年度のノーベ
ル賞医学生理学賞を受賞した（三輪 2003）。














































































































































を明らかにしようとしている（Ferris et al. 1998,



































不足している（Okada et al. 2005a）。その中では特
に，Tylenchida 目の Tylenchidae 科の線虫を糸状
菌食性として扱うか否かが大きな問題とされている











（Forge ・ Simard 2001, McSorley ・ Frederick 2004,


















































（岡田 1995b, Okada 1995, Okada and Ferris 2001,
Okada et al. 2002, 岡田 2002, Okada and Kadota


























Univerisity of California，Davis校のHoward Ferris 博
士とCarl Chen博士をはじめDepartment of Nematology
の諸氏，公表論文の作成で御助言をいただいたニュー
ジーランドのLand Care ResearchのGregor Yeates
博士，米国のUniversity of VermontのDeborah Neher
博士及びチェコ共和国の Institute of Soil Biology








度によって，Univerisity of California，Davis 校線
虫学科に 1998 年から 2000 年にかけて客員研究員と
して滞在している間に行った。

























Ishibashi 1989）。特に Pythium 属菌に対する違い
は極端で，アメリカ産及び九州産の系統がほとんど
増殖しないのに対し（Mankau ・ Mankau 1963,





























ン萎黄病菌 Fusarium oxysporum f. sp. raphani
（MAFF305123）及び Botrytis cinerea（東北農業
試験場畑病虫害研究室より提供）を用いた。このう









抽出し，殺菌剤の 0.5 ％ヒビテン（Hibitane ®）に
15 分間，次いで 1000ppm 硫酸ストレプトマイシン
に 15 分間浸漬して表面殺菌した。これらの操作に
よって得たニセネグサレセンチュウの雌成虫 20 頭，


































線虫の増殖率は R=Pf/Pi（Pf は接種 20 日後の個
体数，Pi は接種頭数でニセネグサレセンチュウ，











Wallis 法と Steel-Dwass 法で増殖率に対する糸状菌
種の影響を分析した。いずれの線虫種でも増殖率に
対する餌糸状菌種の影響が有意で（ニセネグサレは




や Rh. solani を摂食した場合の方が，Bo. cinerea
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ultimum と Py. irregulare ではまったく増殖しな
かったが（Mankau ・Mankau 1963, Pillai ・ Taylor
1967b），Py. arrhenomanes では良く増殖し，この
糸状菌が起こすトウモロコシの根腐病をこの線虫で

















た糸状菌は Fu. oxysporum f. sp. raphani 及び Rh.
solani で，Bo. cinerea や Py. ultimumより線虫増殖
率が有意に高かった（Steel-Dwass 検定，P<0.05）。
















で用いた Rh. solani 及び Py. ultimum に加え，Fu.
oxysporumの３菌株（ネギ萎凋病菌，Fu. oxysporum

















































































抑 制 効 果 を 検 討 し た 。 供 試 野 菜 と し て ，
Rhizoctonia 属に対してはカリフラワー（Brassica





Rh. solani を餌に PDA 培地上で培養した福島系
統の線虫を供試した。また，Rh. solani で汚染され
た試験土壌を作製した。常法（大畑 1995）により，
菌をフスマに接種し，25 ℃で 17 日間培養して汚染
源とした。そのフスマを体積比５％で滅菌した黒ボ
ク土壌に混入し，菌汚染土壌を作製した（1994 年











































































図３ Rh. solani によるカリフラワー苗立枯病に対する福島系統のニセネグサレセンチュウの発病抑制効果
線虫接種８日後 26日後
表１ Rh. solani によるカリフラワーの苗立枯病に
対する福島系統のニセネグサレセンチュウ
の発病抑制効果

















（２）Fu. oxysporum f. sp. cucumerinumによ
るキュウリのつる割病に対する効果
発病株数が試験区間で有意に異なったものの



































Fu. oxysporum f. sp. cucumerinumによるキュウ






及び Barker（1964）は，Rh. solani，Fu. oxysporum，
Pythium sp. による野菜の苗立枯れに対しニセネグ
サレセンチュウが優れた防除効果を示したと述べて
いる。一方，小林・築尾（1993）は Fu. oxysporum f.
sp. cucumerinumの汚染土壌を用いた場合，キュウ
リのつる割病に対するニセネグサレセンチュウの発
表３ Fu. oxysporum f. sp. cucumerinumによるキ
ュウリのつる割病に対するニセネグサレセ
ンチュウ福島系統の抑制効果












が Rh. solani に対して発病抑制効果が高いのに対














































されている（Anderson et al. 1981，Ingham et al.







（Adams et al. 1982, Fujiie et al. 1996, Stanton ・




























（Chen ・ Ferris 1999），Rh. solani，Bo. cinerea，
Fu. oxysporum菌を順次餌として与えて 22-25 ℃で
継代培養したものである。糸状菌としては Rh.











にBo. cinerea は Rh. solani とは異なる温度反応性を
持つと期待されるため，あえて今回の試験で用いた。
２種の菌は共にUniversity of California，Davis 校
植物病理学科の保存菌コレクションから提供され










のセルロース 0.89g（Whatman 社製，C/N 比は
645/1）と，約 0.8 ㎜に粉砕した乾燥アルファルフ
ァ（Medicago sativa）の茎葉 0.4g（C/N比は 11/1）




滅菌するため，121 ℃でオートクレーブを 30 分間
ずつ二度行った。その後，Rh. solani か Bo. cinerea
















レに入れ，餌として Rh. solani か Bo. cinerea のい
ずれかを接種し，菌叢を生育させた。ニセネグサレ
センチュウとAp. composticola を Rh. solani で培養
した後，無菌条件下で抽出し，全面に菌叢が広がっ
たシャーレに，どちらかの線虫 20 個体を接種した。
































茎葉片 2.28g とセルロース粉末 5.05g を混入し（最









































温度でも Bo. cinerea より生育が速かった（図５）。
また，菌種と温度との相互作用も有意であった
（P<0.01）。Rh. solani は温度とともに生育速度が増























































Ap. composticola のカラムでは 20 ℃で最高であっ
た（図９）。増殖率と温度との関係はニセネグサレ
図７ シャーレ試験において、Rh. solani（黒点）
または Bo. cinerea（白点）を摂食した Ap.
composticola の増殖率（R=Pf/Pi，ただし Pf





だし Pf は 21 日後に抽出された線虫個体数、



















ニセネグサレセンチュウと Ap. composticola のい
ずれでも，20 ℃で増殖率が最高になり，前者では
15℃で，後者では 29 ℃で最小になった（図 11）。
増殖率と温度との関係はニセネグサレセンチュウで
は３次関数で，Ap. composticola では２次関数で回
表５ 「菌のみ」と「菌＋線虫 a）」の処理区（カラム）の無機態窒素量（NH4+ ＋ NO3－）の比較





の１つである。本研究では，Rh. solani と Bo.
cinerea の菌糸生育速度と，これらの菌を摂食する




Rh. solani と Bo. cinerea は菌糸生育の最適温度






図９ Rhizoctonia のカラム試験におけるニセネグサレセンチュウとAp. composticola の増殖率（R=Pf/Pi）
に対する温度の影響
図 10 Botrytis の試験で検出された無機態窒素（NH4+ ＋ NO3－）の 21 日間の総量に対する温度の影響
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た（Mendis ・ Evans 1983，Pillai ・ Taylor 1967a）。
Aphelenchoides 属線虫の最適温度は種によって異
なることが知られている（Huang et al. 1972,
Rossner・Nagel 1984, Wallace 1960, Younes 1969）。



































表６ Bo t ry t i s の試験における無機態窒素量
（NH4+＋NO3－）に対する線虫接種の主要効果




























































































































科に属し（Hunt 1993），Fi. misellus（Tylenchida 目，
Siddiqi 2000）とは分類学的に大きく異なるためで
ある。さらにこの２種の線虫は，生息地選好性も互

















ら，これら Filenchus 属の線虫はすべて，PDA 及
び土壌の双方において，植物病原性菌よりも腐性菌
で良く増殖するとの仮説を立てた。実際の試験では，
稲藁堆肥由来の Fi. misellus １系統，農耕地由来の
Fi. misellus １系統，Fi. discrepans ３系統及び未記


































体長は 340-400 μ mであった（表８）。頭部は，円
錐の先端を切断したような形状で，口針は微細であ













misellus（Andrássy 1958）Lownsbery & Lownsbery,

























Ch. globosum，植物病原菌のFu. oxysporum f. sp.
conglutinans，Fu. oxysporum f. sp. cucumerinum，
Py. ultimum，Rh. solani である。このうち，植物病原
菌４株は，第２章で示したように，Aphelenchida 目
のAphelenchus 属やAphelenchoides 属線虫の増殖
に適した菌である。Ag. bisporus と Pl. ostreatus
は，Fi. misellus と同じTylenchida 目に属する他種
の線虫がよく増殖することが知られている（Cayrol
1962, Tsuda ・ Futai 2000）。ただし，Pl. ostreatus
は線虫捕食菌としても知られている（Thorn・Barron
1984）。Co. cinereus と Chaetomium 属の３株は，
Fi. misellus を最初に採集した稲藁堆肥中に生息し






Rh. solani を餌として Fi. misellus とニセネグサ
レセンチュウを培養後，各々を無菌条件下で抽出し
た。一方，10 倍希釈の PDA培地（寒天濃度 1.5 ％）
を 10ml 分注した直径 90 ㎜のガラスシャーレに，
糸状菌 10 株のいずれか１つを接種して菌叢を生育
させた。菌叢がシャーレ全面に広がってから，２種






















42 から 100 頭の成虫について，雄の個体数を記録
した。体サイズについて，10 個体の平均の体長及
図 15 Pl. ostreatus の菌叢上における線虫の反応











回り，増殖率が１より低くなった（Fu. oxysporum f. sp.
conglutinans，Fu. oxysporum f. sp. cucumerinum，
Py. ultimumでの増殖率は各 0.26，0.94，0.0，図 14）。
しかし，非病原性の菌株すべてで，増殖率は１を上
回った（5.8< Ｒ <38）。Fi. misellus は，線虫捕食菌






cinereus と Pl. ostreatus では増殖率が１未満であ





Fu. oxysporum f. sp. conglutinans，Py. ultimumの試






0.94 と低かったFu. oxysporum f. sp. cucumerinum
では得られた成虫の体長が最小（平均 325 μ m）
で，増殖率が最高であったCo. cinereus から得られ
た線虫は体長も最大であった（平均 412 μ m）。一
方，ニセネグサレセンチュウでは，体長と最大体幅の
いずれもが線虫増殖率と有意な相関があった（図 17，
P<0.05）。増殖率が最高の Rh. solani では，線虫の
体長（573 μ m）と体幅（25 μm）も最大になった。
一方，増殖率が最低だった Ch. cochlioides では体










担子菌（Ag. bisporus，Co. cinereus，Pl. ostreatus）
及び植物病原菌の Rh. solani であった（図 14）。対
照的に Fusarium 属と Pythium 属の植物病原菌は
不適な餌であった。増殖率と体長との相関は有意で
はなかったが，他の菌の試験区で得られた線虫より
Fu. oxysporum f. sp. cucumerinumで培養した線虫
図 16 Fi. misellus における増殖率と体長（上）お
よび最大体幅（下）との関係
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植物病原菌の４株すべて（Fu. oxysporum f. sp.
conglutinans，Fu. oxysporum f. sp. cucumerinum，
Py. ultimum，Rh. solani）と担子菌のAg. bisporus















Sano et al. 1983）。しかし，今回の試験で用いた糸















（Hansen et al. 1972）。
（２）線虫にとっての Pl. ostreatus 菌は敵か
餌か？
Pl. ostreatus の菌糸は，Rhabditidae 科や
Parasitaphelenchidae 科の線虫を捕食することが知
られている（Thorn ・ Barron 1984, Mamiya 1997）。
また，Iotonchiidae 科の線虫は，本菌の子実体を摂
食するが，菌糸には逆に捕食される（Tsuda ・
Futai 2000, 津田私信）。Pl. ostreatus の菌糸は
ostreatin と呼ばれる毒物質を分泌し，線虫を麻痺





的に Fi. misellus は本菌の菌糸を摂食し（図 15），























1978, Kurtzman 1978, Stevens 1981, Domsch et al.
1993, Dix ・Webster 1995）でよく増殖するからで
ある。生きた植物が存在しない土壌に植物残差を鋤
込んだ後，Filenchus が Aphelenchus よりも著しく










（Geraert 1991, Ruess 1995, Háne˘l 2000），一方，
Aphelenchus は主に農耕地と草原に生息地が限ら





・ Christensen 1981, Walker 1984, Domsch et al.




（Burges 1965, Phillips 1991）。従って，Filenchus














食菌 Pl. ostreatus の存在である。この菌やその近
縁種の菌は森林に普通に生息しており（Barron ・
Thorn 1987），その菌糸で Aphelenchus を摂食し
（図 15），この線虫の森林での生存率を下げている






















は，体長が小さい（雌成虫 10 個体の平均で 318.7




















oxysporum，Ch. globosum，Rh. solani 及び Py.
ultimum は東北農業試験場畑病虫害研究室から提










（炭素 47.1，窒素 3.58 ％）を１㎜以下の長さに切断
して用いた。５㎜の目の篩を通した土壌 15 ｇにダ









Dextrose Agar）であるが，濃度を通常の 1/10 に
して用いた（寒天濃度 1.5 ％）。実際には，２ g の
PDA粉末（ニッスイ，炭素 40.4，窒素 0.63 ％）と
6.75g の寒天粉末（和光製薬，炭素 43.7，窒素












いずれかの線虫系統の 30 個体を接種した。Fi. mis-
ellus 及び Fi. discrepans の試験では，線虫系統，
菌種及び培地の組合せ１つにつき３反復，
Filenchus sp.の試験では４反復を設けた。シャーレ












前回の試験で，PDA 培地上で Ch. globosum を
摂食してよく増殖することが示された，稲藁堆肥由





供試した。各有機物につき 45 ㎎を 15 ｇの土壌と混
合し，さらに 45 ㎎を培地表面に振りかけ，有機物
の総量をシャーレ当たり 90 ㎎とした。ダイズにつ











（４）抽 出 効 率
1/10 濃度の PDA培地と，フスマを混入した土壌
培地を他の試験と同様に作製して試験に供試した。
Fi. misellus にとって好適な餌である Rh. solani，
Ch. globosum 及び Co. cinereus のみを今回は使用
した。菌叢がシャーレ全面に広がった時，Fi. mis-
ellus の系統１，Fi. discrepans の系統１または
Filenchus sp.の系統１のいずれかを 515 頭／シャー
レの割合で接種した。培地と菌種とのいずれの組合
せについても４反復を用意した。Fi. misellus と
Filenchus sp. のシャーレは 25 ℃に 24 時間放置し，
線虫が培地の中に潜行するのを待った。しかし，後



















と Co. cinereus を餌にすると線虫の増殖率は 14 以
上と高くなった（図 20）。Rh. solani と Pl. ostreatus
の場合は増殖率が中から高程度であった（1-15）。






solani と Pl. ostreatus では小さいか中程度であった
（0.4<R<2.7）。さらに，Fu. oxysporum と Py. ulti-
mum とでは増殖率は非常に低かった（<0.1）。しか













Ch. globosum と Co. cinereus では中程度（5-10），




た。つまり，Rh. solani と Co. cinereusではR=3－ 21，
Fu. oxysporum，Py. ultimum，Ch. globosum及び
図 20 25 ℃で 46 日間糸状菌菌叢で培養した後のFi. misellus の増殖率（R=Pf/Pi）
図 21 25 ℃で 46 日間糸状菌菌叢で培養した後のFi. discrepans の増殖率（R=Pf/Pi）
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Pl. ostreatus では 0.3 未満であった。
Filenchus sp.の試験では，菌種－培地間の交互作
用が増殖率に対して有意であった（ANOVA，
P<0.01）。PDAでは，Rh. solani，Co. cinereus 及び
Fl. velutipes では増殖率は 4 － 13 と高めであった
が，Fu. oxysporum，Py. ultimum及び Pl. ostrea-
tus では 0.2-4 と小さめであった。（図 22）。Fi. mis-
ellus や Fi. discrepans の場合（図 20, 21）と異なり，






培地の種類は明らかに Fi. misellus の増殖率に影
響した（ANOVA, P<0.01）。PDAにおける増殖率
図 22 25 ℃で 46 日間糸状菌菌叢で培養した後のFilenchus sp.の増殖率（R=Pf/Pi）
図 23 異なる種類の培地に生育させたCh. globosumを餌として25℃で44日間培養した Fi. misellus の増殖
率（R=Pf/Pi）











































































れでもなお，Rh. solani と Co. cinereus が線虫の増
殖に適した餌であり，Ch. globosum は不適な餌で
あるという評価は変わらないと思われる。なぜなら，





Fi. misellus，Fi. discrepans 及び Filenchus sp.の
実験で，線虫の増殖率は餌糸状菌と培地の両方の影
響を受けることが示された（図 20, 21, 22）。PDA
培地を使用したときの線虫増殖率は，Rh. solani，
Ch. globosum及び Co. cinereus を餌にした場合に，









cinereus や Rh. solani の場合ほど線虫が繁殖しなか










土壌培地におけるCh. globosumは，Fi. misellus ２
系統と Filenchus sp.１系統を繁殖させなかった




































Dorylaimida 目線虫の Tylencholaimus parvus も
Pleurotus 属の線虫捕食菌（Pl. ostreatus 及び Pl.
plumonarius）を摂食して増殖することが発見され




















る（Yeates ・ Bird 1994, Wright ・ Coleman,
2000）。Tylenchidae 科線虫の食性に関する情報は
これまで少なく（Yeates et al. 1993），線虫群集の
研究における本科線虫の食性群への振り分けは研究
者によって異なっていた。すなわち，植物食群
（Freckman ・ Ettema 1993），植物随伴群（plant
associate，食性は不確かだが植物根圏に生息するの

















































食性（Freckman ・ Ettema 1993）や植物随伴性
（plant associate，Yeates et al. 1999）と考えるよ
りも，糸状菌食性（Forge ・ Simard 2001），ある





果（公表論文としては Okada et al. 2002，Okada
and Kadota 2003）を引用し，Filenchus 属，さら
には Tylenchidae 科の線虫を糸状菌食性，あるい
は植物根及び糸状菌食性として扱った研究論文が発
表されている（Hán e˘l 2004，McSorley and
Frederick 2004，Wang et al. 2004, Forge et al.
2005，Wang and McSorley 2005）。しかし，まだ




































































































以上なのに対し，Ap. composticola は 25 ℃弱であ
る。一方，これらの線虫が良く増殖する餌糸状菌の
生育適温も種によって異なり，Rh. solani では
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Nematodes are ubiquitous animals in marine,  freshwater and soil environments.  The number of their
species has been estimated at over one hundred million. However, ecological and physiological studies have
been focused mainly on parasitic species, which are harmful to human beings, domestic animals, crops and
vegetables. Some free-living nematodes species, however, are considered useful for agricultural production
and environmental sciences.  In this study,  fungivorous free-living nematodes,  which commonly occur in
agricultural soils, were examined for their abilities to suppress plant diseases, and to increase soil inorganic
nitrogen for plant growth. Other common free-living species were also examined to determine if they have
fungal-feeding habits,  to reduce ambiguity in their feeding-group classification in nematode community
analysis.
１．Population growth of fungivorous nematodes of the order Aphelenchida, and their use for sup-
pression of fungal plant-diseases
To test whether they suppress soil-borne plant-pathogenic fungi, nematode species or isolates collected
in the Tohoku region of northern Japan were measured for their reproduction rates on the fungi.  The
Aphelenchus avenae isolate,  collected in Fukushima city in Fukushima prefecture,  reproduced well on
major fungal pathogens causing vegetable damping-off,  Rhizoctonia solani and  Pythium ultimum.  An
unidentified  Aphelenchoides species from Fukushima city also showed good reproduction on another
pathogenic fungus, Fusarium oxysporum f. sp. raphani, as well as on Rh. solani. Aphelenchus avenae was
also examined to determine whether its four isolates from different localities in Tohoku area had different
reproduction rates when cultured on  Rh. solani,  Py. ultimum and  Fu. oxysporum.  Generally on any
fungus, the Fukushima-city isolate did better than the other nematode isolates. Thus, this isolate was tested
preferentially in pot experiments to determine whether it was able to prevent cucumber wilt by Fu. oxyusporum
f. sp. cucumerinam,  cauliflower damping-off by Rh. solani,  and spinach damping-off by Py.  ultimum. The
nematode isolate was found effective at preventing cauliflower damping-off,  but was found ineffective on
the other plant diseases.  The other Ap. avenae isolates were also tested against cauliflower damping-off,
but were not effective. It was concluded that Ap. avenae was effective at preventing damping-off caused
by Rh. solani, if a nematode isolate with large population growth on the fungus was selected.
２．Effects of fungivorous nematodes and temperature on nitrogen mineralization in soil dominated
by fungal decomposers
When nematodes feed on fungi, they excrete inorganic nitrogen such as ammonium; hence,  nematodes
may help increase soil fertility.  The nematode activity may be affected by physical factors, such as soil
temperature or moisture. Thus, the effect of temperature on the growth and the nitrogen excretion of two
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fungal and two nematode species from US were examined in microcosm experiments. In dish microcosms,
the optimal temperatures for hyphal growth of the two fungi  differed; the temperature was 29 ℃ or higher
for Rh. solani, while slightly less than 25 ℃ for Bo. cinerea. The optimal temperatures for reproduction of
the two nematode species also differed; the temperature was 29℃ or higher for Ap. avenae, while slightly
less than 25 ℃ for Ap. composticola. To determine the effect of temperature on nitrogen excretion by the
organisms when they decompose organic matter, alfalfa and cellulose, column microcosms were established.
For each of the two fungal species, columns with the fungus alone, and columns with the fungus plus Ap.
avenae or Ap. compostiocola, were prepared at 15, 20, 25 and 29 ℃, to measure the cumulative amount of
nitrogen excreted and nematode reproduction rates in 21 days. In the Bo. cinerea experiment, the amount
of nitrogen was not affected by temperature in either the fungus alone or fungus plus nematode columns,
although nematode reproduction was affected.  Also in  the Rh. solani experiment,  the nitrogen amount
detected was not affected by temperature in the fungus alone column. In the fungus plus nematode columns,
however,  the nitrogen amount  and  the nematode reproduction rate were greatest at the temperature
close to the optimal for each nematode species determined in the dish microcosm. It was concluded that
temperature might influence nitrogen mineralization in organic matter decomposition by fungi, through
reproduction of fungivorous nematodes. These results suggest that it may be possible not only to reduce
plant disease, but also to enhance nitrogen mineralization under appropriate soil temperature, by applying
fungivorous nematodes.
３．Examination of fungal-feeding habits in the nematode species of the genus Filenchus
Nematode community analysis is expected to be a useful tool for soil ecosystem diagnosis, such as degree
of artificial disturbance or of fertility status.  In the analysis,  nematode classification,  based on feeding
habits and life history traits, is essential. The feeding habits of nematode species of the family Tylenchidae,
often predominating in nematode communities, have been unclear, although the nematodes have sometimes
been  observed feeding on plant roots.  Determination of fungal-feeding habits in the family is important
for nematode ecologists. A species of Tylenchidae was found in a pile of rice straw for composting. This
finding suggested the possibility of fungal feeding in Tylenchidae. The nematode species was identified as
Filenchus misellus based on morphological characteristics. Nematode species of the genus Filenchus,  a
major member of Tylenchidae,  were thus examined in culture experiments to determine whether they
were able to feed on fungi.  Fi. misellus  from rice straw compost was compared with Ap. avenae for
reproduction rates as affected by food fungal species on PDA,  because  Ap. avenae is quite different
from Fi. misellus in terms of systematic positions and habitats. Fi. misellus reproduced well feeding on
Ascomycota  and  Basidiomycota fungi,  including  Pleurotus ostreatus,  which is known as a nematode-
trapping fungus.  It was suggested that the ecological characteristics of  Fi. misellus were quite different
from those of  Ap. avenae,  which reproduced well on plant-pathogenic fungi.  The six nematode isolates
representing three  Filenchus species,  collected from soils of different localities in Japan,  also showed
reproduction by feeding on fungi growing on soil-based media as well as on agar-based PDA. These results
suggest that fungal-feeding habits are not unusual in the genus in field soils.  It was concluded that the
appropriate classification of  Filenchus species in nematode community analysis is fungal,  or fungal and
plant root feeders.
